
平成２９年度千葉県学校体育研究大会 

 

１ 大会主題  『自ら進んで運動に親しむ児童生徒を育む体育学習の在り方』 

２ 期  日   平成２９年１１月１７日（金） 

３ 会  場 

（１）全体会            きらり鎌ケ谷市民会館    鎌ケ谷市富岡1-1-3         TEL 047-441-3377 

（２）分科会 小 学 校 鎌ケ谷市立中部小学校   鎌ケ谷市道野辺中央3-12-3   TEL 047-443-0029 

              中 学 校 鎌ケ谷市立鎌ケ谷中学校  鎌ケ谷市富岡1-2-1           TEL 047-444-0456 

       高等学校 千葉県立鎌ヶ谷高等学校 鎌ケ谷市東道野辺1-4-1     TEL 047-444-2171 

 

４ 内  容 

（１）講演 

    演 題  「新学習指導要領とよりよい体育の授業づくり」 

    講 師  国士舘大学 文学部 教育学科 教授  細越 淳二 先生 

  

（２）公開授業 

分科会 指 導 者 展 開 単 元 名 

小学校 

三瀬 友佳梨 教諭 ２年１組 表現リズム遊び「表現遊び」 

川名 里依 教諭 ４年１組 器械運動「跳び箱運動」 

坂下 裕介 教諭 ６年３組 陸上運動「ハードル走」 

中学校 
小林 尚揮 教諭 ２年１・２組男子 体つくり運動 

佐藤 茉奈 教諭 ３年１・３組女子 体つくり運動 

高等学校 秋元 啓人 教諭 １年５・６組女子 球技「バスケットボール」 

 

（３）研究発表及び研究協議 

分科会 研 究 主 題 発 表 者 司 会 者 助 言 者 

 

小学校 

 

運動好きを増やすた

めの指導法の工夫 

 

鎌ケ谷市立 

    中部小学校 

教諭 佐藤 勇樹 

鎌ケ谷市立 

    東部小学校 

教諭 五十島 正裕 

千葉県教育庁 

  南房総教育事務所 

指導主事 石﨑 克也 

 

中学校 

 

 

 

運動に親しむ資質を

高め，体力を向上させ

る授業つくり 

～体つくり運動の授

業を活かして～ 

 

鎌ケ谷市立 

   鎌ケ谷中学校 

教諭 羽田 健太郎 

 

 

鎌ケ谷市立 

    第四中学校 

教諭 河野 隆一郎 

 

 

千葉県教育庁 

   北総教育事務所 

指導主事 齋藤 史郎 

 

 

高等学校 

主体的で深い学びを

促す授業（自他共栄の

精神にもとづく授業） 

県立鎌ヶ谷高等学校 

 

教諭 白石 良平 

県立船橋啓明 

     高等学校 

教諭 片江 佳奈子 

県立幕張総合高等学校 

 

教頭  久保 史裕 

 

（４）参加者 

・県内小・中・高等学校・特別支援学校等教員 

・県教育庁教育事務所保健体育担当指導主事 

・市町村教育委員会学校体育担当者 

 



５ 講演 

演題 「新学習指導要領とよりよい体育の授業づくり」 

講師  国士舘大学 教授  細越 淳二 先生 

１ 新学習指導要領の告示にかかわって 

○子どもたちに身に付けさせたい資質・能力の３つの柱 

・「何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識 

及び技能」の習得）」 

  「わかる」ことと「できる」ことを大切にした体育学習の展開 

・「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、

表現力等」の育成）」 

  課題を見付け、解決方法を考えて取り組み、それを伝える学びの保障 

   ・「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとす

る「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」 

      他者の考えや取組を認めながら、仲間とともに学びを創る力や人間性の育成 

 

○学びの質を保証する学習過程～「主体的・対話的で深い学び」の実現を（「アクティブ・ラーニ

ング」の視点） 

   ・生涯にわたって能動的に学び続けたりすることができるようにするには、子どもたちが「どの

ように学ぶか」という学びの質が重要 

   ①学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持っ

て粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」 

   ②子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通

じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」 

   ③各教科等で習得した概念や考え方を活用した「見方・考え方」を働かせ、問いを見出して解決

したり、自己の考えを形成し表したり、思いを基に構想、創造したりすることに向かう「深い

学び」 

      これらの学びを導く授業の進め方について検討することと実践事例を共有することの 

必要性 

 ＊運動が苦手な子ども、運動に意欲的でない子どもへの配慮の工夫（子どもの実態に照らした指導

の「幅」や複数の指導スタイルを持つこと） 

＊子どもの学びの気付きの背後にある教師の指導の気付きを大切に 

＊ＩＣＴ機器等を積極的に用いた指導の工夫 

 

 ２ 自ら進んで運動に親しむ児童生徒を育てる体育学習について考える 

  ○授業のゴールイメージを考える～運動の“よさ”を「運動で○○○づくり」を考える 

    ・体（からだ）づくり（動きづくり、体力づくり、健康づくり） 

    ・頭（あたま）づくり 

    ・心（こころ）づくり 

    ・仲間（なかま）づくり 

   Ｑ：先生方が考える授業のゴールイメージは？ 

       目標に照らして十分に成果が得られている 授業 



 

 ３ よりよい授業づくりに向けて～授業づくりの３つのポイント 

   (1)子どもの実態に応じた教材・教具の適用：教材づくりの２つの方向性 

    ①子どもの実態に適した教材の開発 

   ②既存の運動教材のコツやポイントの見直し（今ある教材の指導法のよさの再確認） 

  ＊各教材に「挑戦課題」と「達成基準」（どこまでできたらＯＫ）の設定ができているか 

  ＊「小さじ１杯の工夫」で子どもを変えたい＝動きは同じだけれども、場や条件を変えていくこと

で、動きの質の向上を導くという考え方 

  ○子どものやる気と集団の高まりを導く３つの「バランス」 

   ・個と集団のバランス 

   ・達成と意欲のバランス 

   ・指導性と主体性のバランス 

   (2)教師の積極的な相互作用行動 

   ・効果的な発問、肯定的なフィードバック、矯正的なフィードバック、励まし 

  ＊オノマトペの活用やリズムを意識できる言葉の使用 

  ＊0.5 拍前の言葉かけ など 

   (3)運動の日常化をめざした環境づくり 

   ⇒子どもたちが自分から運動したくなる「運動」「場所」「用具」の用意 

     運動遊びを「考える」ことと「伝える」こと 

 

 ４ 動きづくりと仲間づくりを意識した授業づくりの３つのポイント～体育授業と学級づくり、集団

づくりに向けて 

   (1)学習指導の課題（方向性）の明確化・確認 

   (2)１つの動きの習得に向けて３つ程度のスモールステップの設定 

   (3)「個から集団へ」の学習過程 

  ＊「仲間と気持ちをひとつにする時間」の設定とそれを大切にする教師の働きかけ 

  ＊お互いの「できた！」「わかった！」を喜び合える集団の育成（達成と意欲の結びつき） 

  ＊「かかわりながら、わかる、できる」体育授業で、体育の成果を学級に拡げる⇔教室で培った人

間関係を体育授業でも生かす（体育授業の“よさ”の拡がり） 


